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ݴ　ྫ

１ 本書は、京都市上京区寺之内通新町西入妙顕寺前町 515 番地 14 で࣮施した、上京遺跡・

  寺ノ内旧域の発掘調査੒Ռ報告書である。（京都市番号　214097）

２ 調査は、集合住宅建設に൐い࣮施した。

地調査は、東京建物株式会社より株式会社文化財サービス（Ҏ下、ʮ文化財サービスʯという）ݱ ３

  にҕୗされ、田邉 貴教・ੁ田 。が୲౰した（文化財サービス）܆

４ 調査期間はྩ࿨４年１月５日～１月 27 日である。

５ 調査面積は 135 ㎡である。

̒ 本文・図中で࢖༻した地図は、京都市発行の都市ܭը基本図（ॖई１ɿ2
500）ʮધԬࢁʯʮ૬

。寺ʯを調整して作੒したࠃ  

̓ 本文・図中のํҐ・࠲ඪはੈ界ଌ地ܥによる。ඪߴは̩ � ̥ �（東京࿷ฏۉւ面ߴ度）である。

̔ 土層名͓よͼ出土遺物の৭調は、೶ྛਫ࢈লਫٕ࢈ज़会ٞ事຿؂ہमʰ新版ඪ४土৭஽ʱに

  ४͡た。

̕ 本書のࣥචは田邉が行い、編集は田邉、吉川 絵里（文化財サービス）が行った。

Өはࣸ๪ࡱӨは田邉が行い、出土遺物のࡱ地での記録ࣸਅݱ 10 ೇ՚ಊ（内田 ਅࢯࢠل）に

  ґཔした。

11 調査に܎るࢿྉは京都市文化市ຽہ文化ܳज़都市推ਐ室文化財อޢ՝がอ؅している。

12 発掘調査͓よͼ整ཧ作ۀのࢀՃ者は、下記の通りである。

   ʤ発掘調査ʥ 田中 ৻Ұ、খྛ Ұߒ、吉Ԭ ૑ฏ、ਗ਼ਢ 、ଠ（Ҏ上、文化財サービス）ܚ

    作ۀһ（株式会社京Χϯリ）

   ʤ整ཧ作ۀʥ 望月 ຑ༎、ଟլ ຎ໹、吉川 絵里、ૣ見 ༝௬、৿下 ௚ࢠ、৔উ ༝ࡊل、

୩ݹ     ᚸ༝ඒ、໺地 ますみ、ਆ໺ いくみ、上໺ 田ߕ、ݾܙ य़奈、下市 ࣿ໹߳、

    内຀ ໌඙、溝川 चथ、西ඌ ஌ࢠ、एࢁ ඒൕ、૲໺ ળޫ

    （Ҏ上、文化財サービス）

13 出土遺物の年代؍は、ฏඌ ੓޾　ʮ土師器ߟ࠶ʯh 洛لڀݚ　࢙ཁ　第 12 号ʱެӹ財ஂ๏ਓ

  京都市埋ଂ文化財ڀݚ所　2019 年、中ੈ土器ڀݚ会　h ֓આ　中ੈの土器・陶磁器ʱਅཅ社

  1995 年にґった。

。いたしますँײ教ࣔをいたͩいた。記してޚに͓いて、下記のํからۀ地調査、整ཧ作ݱ 14

（শུܟ）  

  　໢ ৳໵（ۙـ大ֶ）、木立 խ࿕（立໋ؗ大ֶ）、඿中 ๜߂（ಉࢤ社大ֶྺࢿ࢙ྉؗ）
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第ᶗষ　調査の経緯

１　調査にࢸる経緯（図１）
　調査地は京都市上京区寺之内通新町西入妙顕寺前町 515 番地 14 にҐஔする。౰地に͓いて東京

建物株式会社が集合住宅建設をܭըしたたΊ、京都市文化市ຽہ文化ܳज़都市推ਐ室文化財อޢ

՝（Ҏ下、ʮ文化財อޢ՝ʯという）のࢦಋによりࢼ掘調査がઌ行して行われた。ͦの݁Ռ、室町

時代の遺物をؚむ中ੈの整地層が֬ೝされたことから、文化財อޢ՝ࢦಋの下、株式会社文化財

サービス（Ҏ下ʮ文化財サービスʯという）へのҕୗによる発掘調査が行われることとなった。

２　調査の経ա（図２）
　調査は 2022 年１月５日よりݱ地作ۀにணखし、１月 27 日にす΂ての޻ఔをऴྃした。調査区

は文化財อޢ՝により東西 15N、南北̕N で設定した。面積は 135 ㎡である。

　調査はۙݱ代の଄੒土とۙੈの整地土、͓よͼ東ଆのۙ代Ҏ߱の֧乱をॏ機にてআڈし、ͦの

後ਓྗにより第１面のਫ਼査ٴͼ遺構検出を行った。ͦの݁Ռ、ۙੈの土坑と東西にԆͼる෯໿

1�2N の溝を検出した。東西溝からは 16 ۀの遺物が大ྔに出土した。第１面の記録作ࠒ後൒لੈ

࣮施後、ࢼ掘調査で第２面としている໌ԫ׊৭土の地ࢁ面までਓྗで掘࡟した。݁Ռ、第１面で

検出した東西溝とฒ行するܗで布掘り状の溝の中に柱穴がฒͿ遺構を検出した。第２面の記録作

を行った。１月࡟৭土層の掘׊ࠇ施後、下層֬ೝとして調査区西ଆの࣮ۀ 26 日より埋Ί໭し作ۀ

を行い、１月 27 日にશての作ۀをऴྃした。

ㄪᰝᆅ

N

100ｍ０

図１　調査地位置図（１：2500）
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1．調査前（北から） 2．重機掘削作業（南西から）

3．遺構掘削作業（南西から） 4．測量作業（北西から）

5．浜中検証審査員の視察 6．木立検証審査員の視察

7．埋め戻し作業（南西から） 8．調査完了後（北から）

図２　調査経過写真
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　な͓、ࣸਅࡱӨ機ࡐは、35 ̼̼ϑϧサΠズのҰ؟ϨϑσδλϧΧϝϥ、35 ̼̼白ࠇϑΟϧϜ͓

よͼΧϥーリόーサϧϑΟϧϜを࢖༻し、図面作੒にはखଌりによる࣮ଌ、τーλϧスςーシϣ

ϯによる図化、ࣸਅଌྔをซ༻した。

ಋをड͚た。また、本調査の検ূ৹ࢦ՝の検査͓よͼޢ地調査に͓いては、దٓ、文化財อݱ　

査һであるۙـ大ֶ教त໢৳໵ࢯ、立໋ؗ大ֶ教त木立խ࿕ࢯ、ಉࢤ社大ֶྺࢿ࢙ྉؗ।教त඿

中๜ࢯ߂のݱ地࡯ࢹ・検ূをड͚、調査にରするॿݴを௖いた。

３　ଌྔ基४఺の設ஔと地区ׂり（図３・４）
　ଌྔ基४఺は、֗区基४఺である̗̒ 026、̗̒ 027 の２఺を༻い、։์τϥόースଌྔにより

調査地ෑ地外に̩ � １を設ஔし、ͦの２఺からτーλϧスςーシϣϯにより̩ � ２、̩ � ３を設ஔ

した。基४఺ଌྔの੒ՌはҎ下の通りである。

　̗̒ 026 ̭ʹ -106
918�889 ̼　　̮ʹ -22
415�745 ̼　　̝ʹ 62�208 ̼

　̗̒ 027 ̭ʹ -106
912�330 ̼　　̮ʹ -22
349�026 ̼　　̝ʹ 62�050 ̼

　̩ � １ ̭ʹ -106
955�838 ̼　　̮ʹ -22
352�051 ̼　　̝ʹ 61�379 ̼

　̩ � ２ ̭ʹ -106
949�726 ̼　　̮ʹ -22
345�599 ̼　　̝ʹ 61�619 ̼

　̩ � ３ ̭ʹ -106
941�995 ̼　　̮ʹ -22
327�682 ̼　　̝ʹ 61�785 ̼

　検出遺構͓よͼ出土遺物の؅ཧのたΊ、調査区にରして３̼άリοドを設定した。̮࣠にΞϧ

ϑΝϕοτを西から東に、̭࣠にΞϥビΞ਺ࣈを北から南にॱに付し、྆者の૊み合わせで地区

名とした。

４　整ཧ作ۀ・報告書作੒
はࣸਅ、図面の整ཧと出土遺ۀよͼ報告書作੒を行った。整ཧ作͓ۀ地調査ऴྃ後、整ཧ作ݱ　

物の整ཧをฒ行して࣮施した。遺物の整ཧはચড়、઀合、࣮ଌ、τϨース、෮ݩ、ࣸਅࡱӨを行っ

た。報告書のࣥචは調査を୲౰した田邉貴教、編集作ۀは吉川絵里が୲౰し、ͦのଞ整ཧ作ۀは

౰社社һが分୲して行った。
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図４　調査区地区割り・基準点配置図（１：150）

図３　基準点路線図（１：500）
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第ᶘষ　Ґஔと؀境

１　Ґஔと؀境（図５）
　調査地は上京遺跡と寺ノ内旧域にҐஔする。ݱ在、調査地の南ଆには天正 12 （1584）年に豊臣

秀吉がೋ৚西ಎ院より移転させた妙顕寺がଘ在する。また西ଆには妙顕寺のౝ಄である教๏院が

ଘ在する。16 前൒に描かれたとされる町田本ʰ洛中洛外図ሯ風ʱによると、調査地の西ଆにلੈ

室町ນ෎第 11 代ক܉、଍རٛ੖のఛ宅であった༄原ޚ所、ࡉ川京ஹՈのॸՈであるࡉ川యӛఛ、

本Ոであるࡉ川京ஹఛがฒͿ。また 16 ൒͹に描かれたとされる上ਿ本hلੈ 洛中洛外図ሯ風 でɦは、

༄原ޚ所の跡地にષণ院が建ち、南ଆには三޷௕ܚఛが描かれている。いͣれにせよ室町時代に

͓いて౰地はນ෎のཁ৬のఛ宅がฒͿॏཁな৔所であったことは間ҧいない。本調査地には町田

本、上ਿ本と΋ʮ大心院ʯが描かれて͓り、調査に際しては、大心院の遺構が検出されるՄೳੑ

があること、ͦの際の区ը整ཧ΍整地の跡なͲ΋検出されるՄೳੑがあることをྀߟした。
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図５　調査地周辺復元図（『京都時代MAP 安土桃山編』より引用・再作図）
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ݙ文ߟࢀ

দԬ ຬʰ京都時代̢̖̥　҆土౧ࢁ編 　ɦ新૑社　2006 年

ɦ（本ߕതྺ）ຽଏത物̬̗ؗ̚Ϊϟϥリーʰ洛中洛外図ሯ風࢙立ྺࠃ

京都大ֶ貴ॏࢿྉσδλϧΞーΧΠϒʰ׮Ӭ度ᤈ࣏前洛中絵図ʱ

ԟの調査（図̒・ද１）ط　２
　本調査地のपลでは調査ྫがগなく、Ұ番ۙい調査ྫは調査地から௚ઢで南西に໿ 200 ̼཭れ

たཪઍՈࠓ日҇にて行われた調査である（調査２）。この調査では室町時代後期ࠒの南北溝、Ҫ戸、

江戸時代の石室、Ҫ戸、埋ೲ遺構を検出している。

　調査１では、ࡉ川యӛఛの遺構と思われる室町時代後期の塀跡、ࡤ列跡、Ҫ戸౳を検出している。

　ͦのଞ、पลでࢼ掘調査が行われているが、目立った遺構は֬ೝされていない。

図６　既住調査位置図（１：5000）
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表 1　既往調査一覧表

遺跡名 調査๏ 調査੒Ռ֓ཁ ݙ文ࡌܝ

1 上京遺跡・寺ノ内旧域
（දઍՈෆ৹҇） 発掘

ฏ҆時代後期の溝、室町時代後期のࡉ川యӛఛ関࿈
とߟえられるࡤ列・塀・Ҫ戸・土坑・溝、江戸時代
の土坑を検出。

ʰ上京遺跡ʱ京都市埋ଂ文化
財ڀݚ所発掘調査֓報 2004-9
　埋文2004　ݚ 年

2 上京遺跡・寺ノ内旧域
（ཪઍՈࠓ日҇） 発掘

室町時代後期の溝・Ҫ戸・土坑・ϐοτ܈、江戸時
代の石室・石૊遺構・埋ೲ土坑・Ҫ戸・土坑・柱穴・
མࠐ・ϐοτを検出。

ʮ上京遺跡ʯh 京都市内遺跡発
掘調査報告　ฏ੒ 17 年度ʱ
文化市ຽ2006　ہ 年

3 上京遺跡・寺ノ内旧域 分布ࡉৄ
(--0�5N にて׊ࠇ৭᛽ࠞシϧτの時期ෆ໌แؚ層、
(--1�1 ～ 1�5N にて地ࢁである灰׊৭࠭᛽層を検出。

ʰ京都市内遺跡ৄࡉ分布調査
報告　ฏ੒ 28 年度 　ɦ文化市
ຽ2017　ہ 年

4 上京遺跡・寺ノ内旧域 分布ࡉৄ
(--0�18N にて҉׊৭᛽ࠞ೪土質シϧτの時期ෆ໌แ
ؚ層、(--0�37 ～ 2�05N にて地ࢁである҉Φリーϒ׊
৭࠭᛽層を検出。

ʰ京都市内遺跡ৄࡉ分布調査
報告　ฏ੒ 28 年度 　ɦ文化市
ຽ2017　ہ 年

5 上京遺跡・寺ノ内旧域 分布ࡉৄ
(--1�13N にて地ࢁである໌׊৭࠭᛽層を検出。 ʰ京都市内遺跡ৄࡉ分布調査

報告　ฏ੒ 29 年度 　ɦ文化市
ຽ2018　ہ 年

6 上京遺跡・寺ノ内旧域 分布ࡉৄ
(--0�19N にて׊ࠇ৭೪土質シϧτの時期ෆ໌แؚ層
を検出。

ʰ京都市内遺跡ৄࡉ分布調査
報告　ฏ੒ 28 年度 　ɦ文化市
ຽ2017　ہ 年

7 上京遺跡・寺ノ内旧域 掘ࢼ

τϨϯνᶃでは (--0�34N にて׊ࠇ৭ట࠭の室町時代
末期～҆土౧ࢁ時代にଐする遺物แؚ層、(--0�82N
で׊ࠇ৭シϧτの中ੈ遺物แؚ層、(--0�98N にて地
であるԫᒵ৭࠭᛽層を検出。τϨϯνᶄではۙੈࢁ
の土坑・ϐοτ・แؚ層、(--0�6N にて҉灰ԫ৭ట
࠭の中ੈ遺物แؚ層、(--0�8N にて地ࢁであるԫᒵ
৭࠭᛽層を検出。τϨϯνᶅではۙੈ遺物แؚ層、
(--0�88N にて地ࢁであるԫᒵ৭࠭᛽層を検出。

ʮ上京遺跡・寺ノ内旧域ʯh 京
都市内遺跡ࢼ掘調査報告　
ྩ࿨ݩ年度 　ɦ文化市ຽہ　
2020 年

8 上京遺跡・寺ノ内旧域 立会

ᶺᶈ地఺にて (--0�68N より江戸時代ॳ期のแؚ層、
ᶺᶍ地఺にて (--0�45N より室町時代前期のแؚ層、
ᶺᶐ地఺にて (--0�66N より室町時代後期のแؚ層、
ᶺᶑ地఺にて (--0�7N より室町時代末期のแؚ層、
ᶺᶒ地఺にて (--0�8N よりח૔時代前期～中期のแ
ؚ層、ᶺᶓ地఺にて (--1�2N よりח૔時代中期のแ
ؚ層を検出。

ʰ京都市内遺跡立会調査֓報
　ฏ੒ 16 年度 　ɦ文化市ຽہ
　2005 年

9 上京遺跡 分布ࡉৄ
(--0�45 ～ 0�78N にてࠇ৭ట࠭の時期ෆ໌แؚ層を検
出。

ʰ京都市内遺跡ৄࡉ分布調査
報告　ฏ੒ 28 年度 　ɦ文化市
ຽ2017　ہ 年

10 上京遺跡 立会
(--0�1N にて江戸時代末期のแؚ層を検出。 ʰ京都市内遺跡立会調査֓報

　ฏ੒ 16 年度 　ɦ文化市ຽہ
　2005 年

11 ૬ࠃ寺旧境内 立会
(--0�8N にて江戸時代のแؚ層、(--1�3N にて江戸時
代ॳ期のแؚ層を検出。

ʰ京都市内遺跡立会調査֓報
　ฏ੒ 18 年度 　ɦ文化市ຽہ
　2007 年

埋文ݚˠ財ஂ๏ਓ京都市埋ଂ文化財ڀݚ所

文化市ຽہˠ京都市文化市ຽہ



−8−

第ᶙষ　調査੒Ռ

１　基本層ং（図̓・̔）
　基本層ংはۙݱ代の଄੒土から地ࢁまでを̒層に区分した。

　第１層は灰׊৭シϧτのۙݱ代の଄੒層で、࿃瓦ย、瓦ย౳をଟྔにؚむ。また、調査区東ଆは

。まれているࠐ面まで大きく掘りࢁ代の଄੒により地ݱۙ

　第２層はۙੈ後期～末期の整地層で、ࠇ৭シϧτの土間と思われる層΍、火ࡂによる΋のか焼ଛ

した瓦を廃棄したと思われる໌੺׊৭シϧτの焼土層がある。

　第３層は灰ԫ׊৭ట࠭のۙੈの整地層である。第３層よりۙੈの土坑がいくつか見られる。第３

層はۙੈ前期～中期ࠒと思われる。

　第４層は灰ԫ׊৭シϧτの室町時代後期～末期ࠒの整地層である。この上面を第１面とした。

　第５層は第̒層上にଯ積する׊ࠇ৭シϧτの層である。遺物はؚまͣਓҝతなଯ積の痕跡は見ら

れないたΊ、地ࢁ層が土৕化したかࣗવଯ積の層と思われる。

　第̒層は໌ԫ׊৭の地ࢁ層である。᛽層の上にシϧτ質の層がଯ積する。この上面を第２面とし

た。

　本調査では、文化財อޢ՝による事前のࢼ掘調査の݁Ռとͦれを౿まえたࢦಋにより、ۙੈ層で

ある第３層までをॏ機により掘࡟し、第４層上面を第１面と設定してҎ下はਓྗによる掘࡟で調

査した。

２　検出遺構
溝と塀の基礎と推定される布掘り状の遺構、柱穴列、土坑౳をܕの大޲ճの調査では、東西ํࠓ　

֬ೝした。

　第1面は第４層の整地が行われた後の室町時代後期～末期ࠒ（ل16ੈ൒͹～後൒）、第２面は地ࢁ

上面で遺構の構ஙが行われた室町時代後期ࠒ（ل16ੈ前൒～൒͹）と૝定される。

　第1面の遺構は天正12（1584）年豊臣秀吉による妙顕寺の移転に൐う整地により埋Ί立てられた

と思われる。

時代 遺構 උߟ

江戸時代Ҏ߱ 土坑 05 ～ 12・16 ～ 19・30・32・77・90 ～ 92

౧ࢁ時代ॳ期～
江戸時代ॳ期 柱穴 53、風倒木痕

室町時代後期～末期ࠒ 土坑 02・15・20・21・32、溝 13

室町時代後期
土坑 34・43・47・54・58・63・64・66、溝 50・57、柱列 86・
87・88・89、柱穴 24・27・29・31・33・35・46・48・49・59 ～
61・65・68・69・93

表２　遺構概要表
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図７　調査区西壁・北壁断面図（１：80）
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図８　調査区南壁断面図（１：80）
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（１）第１面（図̕　図版１～３）

　主な遺構として、ۙੈの土坑、室町時代後期～末期ࠒ（ل16ੈ൒͹～後൒）の東西ํ޲の大ܕの

溝、土取り穴と思われる土坑を検出した。

ʤ土坑ʥ

　ଟくがۙੈの廃棄土坑であるが、室町時代後൒～末期ࠒの土取り༻とߟえられる土坑΋検出し

ている。

土坑02（図９・11　図版３）

　̙２・̚２区で検出した。検出時のن໛は東西௕2�7̼、南北௕໿1�0̼。ਂさは0�47̼で、遺構

は地ࢁ層まで掘࡟して͓り、ఈ面は΍΍ؙみをଳͼたശܗである。埋土は灰ԫ׊৭～׊ࠇ৭のシϧ

τである。

　遺物は16ੈل後൒ࠒの所࢈とߟえられる土師器皿、土師器鍋、焼締陶器が出土して͓り、Ҏ߱の

遺物の出土は見られない。土坑の上面はۙ代Ҏ後の֧乱により大൒がഁյされている。

土坑04（図９）

　̖２区で検出した。検出時のن໛は東西௕0�25̼、南北௕໿1�0̼。ਂさは໿0�3̼で、ఈ面はؙ

みをଳͼている。埋土は׊ࠇ৭のシϧτで0�1̼大の᛽をଟくؚむ。ۙੈの土坑である。

土坑05（図９）

　̗２区で検出した。検出時のن໛は東西௕0�85̼、南北௕໿0�8̼。ਂさは0�2̼でఈ面はؙみを

ଳͼている。埋土は׊ࠇ৭のシϧτであり、0�1～0�2̼大の᛽をଟྔに٧ΊࠐΜでいる。ۙੈの土

坑である。

土坑06（図９）

　̗４区で検出した。検出時のن໛は東西௕໿0�5̼、南北௕0�25̼。ਂさは໿0�1̼でఈ面はฏୱ

である。埋土は灰ԫ׊৭のシϧτで、0�1̼大の᛽をؚむ。土坑07に੾られている。土坑08とಉҰ

遺構と思われる。ۙੈの土坑である。

　遺物は19ੈࠒلの所࢈とߟえられるۙੈ陶磁器が出土している。

土坑07（図９）

　̗４区で検出した。検出時のن໛は東西௕໿0�6̼、南北௕໿0�45̼。ਂさは໿0�4̼でఈ面はؙ

みをଳͼている。埋土は׊灰৭のシϧτで、0�1̼大の᛽をଟくؚむ。土坑06と土坑08を੾ってい

る。ۙੈの柱穴のՄೳੑ΋ある。

　遺物は19ੈࠒلの所࢈とߟえられるۙੈ陶磁器、16ੈل後൒ࠒの所࢈とߟえられる土師器皿が

出土している。

土坑08（図９）

　̗４区で検出した。検出時のن໛は東西௕໿1�2̼、南北௕0�65̼。ਂさは0�15̼でఈ面はฏୱ

である。埋土は灰ԫ׊৭のシϧτで、0�1̼大の᛽をؚむ。土坑06とಉҰ遺構と思われる。ۙੈの

土坑である。

　遺物は19ੈࠒلの所࢈とߟえられるۙੈ陶磁器、土師器皿のখยが出土している。
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図９　第１面平面図（１：80）
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土坑10（図９）

　̗３区で検出した。検出時のن໛は東西௕໿1�3̼、南北௕໿2�6̼。ਂさは0�13̼でఈ面はؙみ

をଳͼている。埋土は׊ࠇ৭のシϧτで᛽をؚむ。溝13が埋Ίられた後に掘られた΋のと思われ

る。

　遺物は16ੈل後൒ࠒの所࢈とߟえられる土師器皿、土師器鍋、焼締陶器が出土している。

土坑11（図９）

　̗２・̗３区で検出した。検出時のن໛は東西௕໿1�0̼、南北௕໿1�1̼。ਂさは0�35̼でఈ面

はؙみをଳͼている。埋土は׊ࠇ৭のシϧτである。

　遺物は16ੈل後൒ࠒの所࢈とߟえられる土師器皿、土師器鍋が出土した。

土坑12（図９）

　̗２区で検出した。検出時のن໛は東西௕໿1�0̼、南北௕໿1�6̼。ਂさは0�25̼でఈ面はؙみ

をଳͼて͓り、地ࢁ層までୡしている。埋土は׊ࠇ৭のऑ೪質土で、0�1̼～0�2̼の᛽をଟྔにؚ

む。ۙੈの土坑である。

　遺物は19ੈࠒلの所࢈とߟえられるۙੈ陶磁器、16ੈل後൒ࠒの所࢈とߟえられる土師器皿が

出土した。

土坑15（図９）

　̘３区で検出した。検出時のن໛は東西௕໿0�9̼、南北௕໿0�4̼。ਂさは0�15̼でఈ面はؙみ

をଳͼている。埋土は׊ࠇ৭のシϧτ。溝13に੾られているたΊ、第１面の整地層である第４層が

。੒された後、溝13が଄られるまでに掘られた΋のと思われるܗ

　遺物は16ੈل後൒ࠒの所࢈とߟえられる土師器皿が出土した。

土坑16（図９）

　̙２・̙３区で検出した。検出時のن໛は東西௕໿0�8̼、南北௕໿1�9̼。ਂさは໿0�4̼でఈ

面はؙみをଳͼている。埋土は׊ࠇ৭土シϧτである。ۙੈの土坑である。

　遺物は19ੈࠒلの所࢈とߟえられる染付椀、土師器皿のখย、焼締陶器ยが出土した。

土坑17（図９）

　̙４・̚４区で検出した。検出時のن໛は東西௕໿1�8̼、南北௕໿0�4̼。ਂさは໿0�35̼でఈ

面はؙみをଳͼている。埋土は׊ࠇ৭の࠭質土で、ۙੈ瓦を大ྔにؚむ。

　遺物は19ੈࠒلの所࢈とߟえられる染付椀、土師器皿、施釉陶器が出土した。

土坑18（図９）

　̘２区で検出した。検出時のن໛は東西௕໿1�6̼、南北໿1�9̼。ਂさは໿0�4̼でఈ面はؙみ

をଳͼている。埋土は׊ࠇ৭シϧτである。土坑19に੾られている。ۙੈの土坑である。

　遺物は19ੈࠒلの所࢈とߟえられる染付椀、ۙੈのؙݢ瓦、ۙੈ陶磁器、16ੈل後൒ࠒの所࢈

とߟえられる土師器皿、土師器鍋が出土した。

土坑19（図９）

　̘２・̙２区で検出した。検出時のن໛は東西௕0�6̼、南北௕໿0�8̼。ਂさは໿0�4̼でఈ面
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はؙみをଳͼている。埋土は׊ࠇ৭シϧτで᛽をؚむ。土坑18を੾っている。ۙੈの土坑である。

　遺物は19ੈࠒلの所࢈とߟえられるۙੈのᛵ瓦、染付椀、ۙੈ陶磁器、16ੈل後൒ࠒの所࢈と

。えられる土師器皿、土師器鍋が出土したߟ

土坑20（図９・11　図版３）

　̙２・̚２区で検出した。検出時のن໛は東西௕໿4�3̼、南北௕໿1�0̼。ਂさは໿0�2̼でఈ

面は΍΍ؙみをଳͼたശܗである。遺構は地ࢁ層まで掘࡟して͓り、断面ܗはఈ面がۂઢである。

土坑20は土坑02によって੾られている。ഁյを໔れている西端部分を֬ೝすると、室町時代後期

～末期ࠒと推定される第４層の整地層を੾りࠐΜでいることから、土坑20と土坑02は、室町時代

末期ࠒ（ل16ੈ後൒）に土取りの目త౳、Կらかの目తで掘࡟が行われたと思われ、また断面では

土坑02と土坑20に੾り合いが見られͣ、溝13とಉ͡く土坑20と土坑02は天正12年の秀吉による

妙顕寺移転の際の整地によりಉ時に埋Ί立てられた΋のと思われる。

　遺物は16ੈل後൒ࠒの所࢈とߟえられる土師器皿、焼締陶器が出土した。

土坑21（図９・11）

　̗２区で検出した。検出時のن໛は東西௕໿1�6̼、南北௕໿2�2̼。ਂさは0�15̼でఈ面はฏୱ

である。埋土は׊ࠇ৭シϧτで᛽をؚむ。土坑12に੾られている。妙顕寺移転時に穴を掘り、ͦこ

にҰׅで廃棄をしたと思われる。２面目検出時に１面検出時より΋ن໛が֦大することが൑໌し

たたΊ、２面目検出時の状ଶを࠾༻した。

　遺物は16ੈل後൒～末ࠒの所࢈とߟえられる土師器鍋がコϯςφ１ശ分出土した。

土坑22（図９）

　̘２区で検出した。検出時のن໛は東西௕໿0�95̼、南北௕໿0�75̼。ਂさは໿0�15̼でఈ面は

ؙみをଳͼている。埋土は׊ࠇ৭シϧτでখ石をؚむ。土坑18と土坑19に੾られている。

　遺物の出土はなかった。

土坑30（図９）

　̘３・̘４・̙３・̙４区で検出した。検出時のن໛は東西௕໿1�4̼南北௕໿1�3̼。ਂさは໿

0�9̼でఈ面はฏୱである。埋土は׊ࠇ৭ऑ࠭質土で᛽をଟくؚむ。土坑88を੾っている。ܗ状と

ਂさからۙੈのҪ戸跡のՄೳੑはあるが、石૊み౳は見られͣ、掘りํ΋࠭質と᛽で΋Ζい。第２

面の検出時で֬ೝをした遺構ͩが、ۙੈの遺構のたΊ第１面の遺構としてѻう。

　遺物は19ੈࠒلの所࢈とߟえられる染付椀、ۙੈ陶磁器、ۙੈ瓦が出土した。

土坑32（図９）

　̙３区で検出した。検出時のن໛は東西௕໿0�8̼、南北௕໿1�0̼。ਂさは໿0�3̼でఈ面はؙ

みをଳͼている。埋土は׊ࠇ৭シϧτで、10～15ᶲの᛽をؚむ。土坑32の北ଆはۙ代の֧乱によ

りഁյされているたΊ、溝13との前後関܎はෆ໌であるが、出土遺物から溝13とಉ時期までଘ在

し埋Ίられた΋のと推ଌされる。第２面の検出時で֬ೝした遺構ͩが、溝13とಉ時期の埋没とߟ

えられるたΊ、第1面の遺構とした。

　遺物は16ੈل後൒ࠒの所࢈とߟえられる土師器皿、焼締陶器が出土した。
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土坑77（図９）

　̗２区で検出した。検出時のن໛は東西௕1�15̼、南北௕໿0�5̼。ਂさは໿0�3̼でఈ面はؙみ

をଳͼている。埋土は׊ࠇ৭シϧτで᛽をؚむ。第２面の検出時で֬ೝをした遺構ͩが、ۙੈの遺

構のたΊ第１面の遺構としてѻう。

　遺物は19ੈࠒلの所࢈とߟえられるۙੈ瓦が出土した。

土坑90（図８）

　̘４・̙４区で検出した。検出時のن໛は東西௕໿3�6̼　南北௕໿0�8̼。ਂさは໿0�3̼でఈ

面はؙみをଳͼている。埋土は׊ࠇ৭シϧτで10～15ᶲの᛽をଟくؚむ。土坑30に੾られている。

第２面の検出時で֬ೝをした遺構ͩが、ۙੈの遺構のたΊ第１面の遺構としてѻう。

　遺物は19ੈࠒلの所࢈とߟえられるۙੈ瓦が出土した。

土坑91（図９）

　̙４区で検出した。検出時のن໛は東西௕໿0�9̼、南北௕໿0�3̼。ਂさは໿0�4̼でఈ面はؙ

みをଳͼている。埋土は׊ࠇ৭ऑ೪質土で10ᶲ大の᛽をؚむ。土坑90を੾っている。第２面の検

出時で֬ೝをした遺構ͩが、ۙੈの遺構のたΊ第１面の遺構としてѻう。

　遺物は19ੈࠒلの所࢈とߟえられるۙੈ瓦が出土した。

土坑92（図９）

　̙４区で検出した。検出時のن໛は東西௕໿1�0̼、南北௕໿0�45̼。ਂさは໿0�1̼でఈ面はؙ

みをଳͼている。埋土は׊ࠇ৭シϧτでখ石をؚむ。土坑17、土坑89に੾られている。第２面の

検出時で֬ೝをした遺構ͩが、ۙੈの遺構と思われるたΊ、第１面の遺構としてѻう。

　遺物の出土はなかった。

ʤ溝ʥ

　東西にԆͼる室町時代後期～末期ࠒ（ل16ੈ൒͹～後൒）の大ܕの溝を検出した。

溝13（図９・10　図版２）

　̖３～̙３区で検出した。検出時のن໛は東西௕8�55̼、南北௕໿1�4̼。ਂさは໿0�4̼でఈ面

はฏୱのശܕであり、東へ޲かうにैいঃʑにઙくなる。東ଆ1�3はۙ代の֧乱でফ໓し、西ଆ΋

秀吉の整地Ҏ߱の風倒木痕でഁյされている。遺構は地ࢁ層まで掘࡟して͓り、断面ܗはఈ面がฏ

らなശܗである。天正12（1584）年、秀吉による妙顕寺の移転に൐う整地で埋Ί立てられた΋のと

思われる。

　遺物の出土は、16ੈل後൒ࠒの所࢈とߟえられる土師器皿、焼締陶器壷、瓦質土器鉢、施釉陶器

皿・椀、石鍋が出土した。土師器皿はコϯςφ２ശ分のྔにٴͿ。

ʤ柱穴ʥ

柱穴53（図９）

　̗３区で検出した。検出時のن໛は東西௕໿0�4̼、南北௕0�45̼。ਂさは໿0�1̼で埋土は׊ࠇ

৭シϧτ。溝13を੾っていることから、溝13が廃ઈして埋Ίられた後に掘られた΋のと思われる。

　遺物の出土はなかった。
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ʤथࠜ穴ʥ

風倒木痕（図７・９）

　̖２・̖３・̗２・̗３区で検出した。検出時のن໛は東西௕19�5̼、南北௕໿2�2̼。ਂさは

໿0�7̼でఈ面はؙみをଳͼている。断面にはࠜݩから倒れた際にרきࠐΜͩと思われる᛽΍খ石

をଟྔにؚむ。検出した面は第２面であったが、溝13を੾りࠐΜでいることが൑໌したたΊ、第１

面の遺構とする。

　溝13への੾りࠐみの状況΋ྀߟすると、妙顕寺移転の際の整地により溝13が埋Ί立てられたあ

と、ఉ木の目తかथ木の২穴が掘られ、২थされた΋のと思われる。২थの際、溝13か第1面の整

地層である第４層の遺物をؚむ土をͦのまま࢖༻して埋Ί、時期をஔかͣथ木が倒れͦのままࠜ

穴は埋Ίられた΋のと思われる。

　出土遺物としては、溝13のࠞ入遺物である16ੈل後൒ࠒの所࢈とߟえられる土師器皿・鍋が出

土した。出土遺物౳から౧ࢁ時代ॳ期～江戸時代ॳ期までに掘られた΋のと思われる。

（２）第２面（図12　図版４～̒−１）

　主な遺構として布掘り状の基礎遺構、柱穴܈、柱列、溝、土坑を検出した。

ʤ土坑ʥ

　いͣれ΋ෆ定ܗの室町時代の土坑で、ੑ֨はෆ໌である。

土坑34（図12）

　̙３・̙４・̚３・̚４で検出した。検出時のن໛は東西௕0�65̼、南北௕໿0�85̼。ਂさは໿

0�1̼でఈ面はؙみをଳͼている。埋土は׊ࠇ৭シϧτ。

　遺物は16ੈل൒͹～後൒ࠒの所࢈とߟえられる土師器皿が出土した。

土坑43（図12）

　̙１・̙２区で検出した。検出時のن໛は東西௕0�85̼、南北௕໿0�5̼。ਂさは໿0�4̼でఈ面

はฏୱである。埋土は׊ࠇ৭シϧτで᛽をଟくؚむ。

　遺物の出土はなかった。

土坑47（図12）

　̗４区で検出した。検出時のن໛は東西௕0�65̼、南北௕໿0�4̼。ਂさは໿0�3̼でఈ面はؙみ

をଳͼている。埋土は׊灰৭シϧτで５～10ᶲの᛽をؚむ。柱穴のՄೳੑ΋ある。

　遺物の出土はなかった。

土坑54（図12）

　̗３区で検出した。検出時のن໛は東西௕໿0�8̼、南北௕໿0�3̼。ਂさは0�15̼でఈ面はฏୱ

である。埋土は灰ԫ׊৭シϧτで᛽をؚむ。第１面の溝13に੾られている。

　遺物は16ੈل൒͹～後൒ࠒの所࢈とߟえられる土師器皿・鍋が出土した。

土坑58（図12）

　̗２区で検出した。検出時のن໛は東西௕໿ 0�7 ̼、南北௕ 0�65 ̼のෆ定ܗなܗ状。ਂさは
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図12　第２面平面図（１：80）
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0�25̼でఈ面はؙみをଳͼている。埋土は׊ࠇ৭シϧτでখ石をؚむ。溝57に付ਵする柱穴73に

੾られているたΊ、ͦれҎ前の遺構と思われるがৄࡉはෆ໌である。

　遺物は土師器皿のখยが出土した。

土坑63（図12・19）

　̗２区で検出した。検出時のن໛は東西௕໿0�8̼、南北௕໿0�7̼。ਂさは0�16̼でఈ面はؙみ

をଳͼている。埋土はԫ׊৭シϧτで、খ石をଟྔにؚむ。土坑64を੾っている。

　遺物は16ੈل൒͹～後൒ࠒの所࢈とߟえられる土師器皿のখย、土師器鍋、焼締陶器甕が出土

した。

土坑64（図12・19）

　̗２区で検出した。検出時のن໛は東西௕໿1�0̼、南北௕໿0�8̼。ਂさは0�26̼でఈ面はؙみ

をଳͼている。埋土は׊灰৭シϧτでখ石をଟくؚむ。土坑63に੾られている。

　遺物は16ੈل൒͹～後൒ࠒの所࢈とߟえられる土師器皿のখยが出土した。

土坑66（図７・12）

　̖２区で検出した。検出時のن໛は東西௕໿2�1̼、南北௕໿0�7̼。ਂさは໿0�4̼でఈ面はؙ

みをଳͼている。埋土は҉灰ԫ৭シϧτ。

　遺物は16ੈل൒͹～後൒ࠒの所࢈とߟえられる土師器鍋が出土した。

ʤ溝ʥ

　東西にԆͼる室町時代後期ࠒ（ل16ੈ前൒～൒͹）と思われる溝を２本検出した。

溝50（図13・16　図版５・６－１）

　̗３～̙３区で検出した。検出時のن໛は東西௕໿6�4̼、南北௕໿0�4̼。ਂさは໿0�2̼でఈ

面はؙみをଳͼている。埋土は׊灰৭シϧτで５ᶲ大の᛽をؚむ。溝50は後ड़の溝57とฒ行であ

り、時期ࠩ΋ほ΅見られないことから、溝57と関࿈する遺構と思われる。

　遺物は16ੈل前൒～൒͹ࠒの所࢈とߟえられる土師器皿が出土した。

溝57（図13・16　図版５・６－１）

　̗２～̙２・̗３～̙３区で検出した。検出時のن໛は東西௕໿6�9̼、南北௕໿0�8̼。ਂさは

໿0�2̼でఈ面はؙみをଳͼている。埋土は׊ࠇ৭シϧτでখ石をؚむ。溝57のఈ部には後ड़する

柱列86があり、溝57のఈ部に໿1�0̼間ִでฒͿように掘られているたΊ、溝57と柱列86はҰ࿈

の遺構と思われ、塀౳を構ஙする際に溝を掘り、ͦのఈ部に柱穴を掘り、柱を建てて基礎とした布

掘り状の基礎と思われる。

　遺物は16ੈل൒͹ࠒの所࢈とߟえられる土師器皿・鍋・青磁皿が出土した。

ʤ柱列ʥ

　東西ํ޲の３本を検出した。

柱列86（図13・16　図版５）

　̗２～̚２・̗３～̚３区で溝57のఈ面にฒͿܗで検出した。西から柱穴56・74・73・79・76・

70・42・41・38・80からなる。うち、柱穴41・38・80はۙ代の֧乱により上部が失われ、付ਵす
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図13　溝50・57・柱列86平面図（１：80）
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る溝57΋失われている。

　検出時のͦれͧれの柱穴のن໛は、柱穴56が東西௕໿0�4̼、南北௕0�45̼。ਂは0�15̼。柱穴

74が東西௕໿0�6̼、南北௕໿0�6̼。ਂさは0�25̼。柱穴73が東西௕0�6̼、南北௕໿0�7̼。ਂさ

は໿0�3̼。柱穴79が東西௕0�45̼、南北௕໿0�6̼。ਂさは0�55̼。柱穴76が東西௕໿0�55̼、南

北௕໿0�2̼。ਂさは໿0�3̼。柱穴70が東西௕໿0�5̼、南北௕0�45̼。ਂさは໿0�3̼。柱穴42が

東西௕໿0�6̼、南北௕໿1�0̼。ਂさは໿0�3̼で、ఈ面にࠜ石と思われる石をਾえる。北ଆに掘

りํが大きく޿がり、ൈき取り穴のՄೳੑがある。柱穴41が東西௕໿0�4̼、南北௕໿0�5̼。ਂさ

は໿0�2̼。柱穴38が東西௕໿0�6̼、南北௕໿0�5̼。ਂさは໿0�3̼で、ఈ面にࠜ石と思われる石

をਾえる。柱穴80が東西௕0�45̼、南北௕0�55̼。ਂさは໿0�3̼。

　埋土は柱穴38・41・56・70・73・74・80が׊ࠇ৭シϧτで᛽をؚむ。柱穴42・76・79が׊灰৭

シϧτで᛽をؚむ。ͦれͧれの柱間はਊ心で໿0�8̼～1�0̼である。

　遺物は柱穴38・42で土師器皿のখย、土師器鍋、柱穴56で土師器皿のখย、灰釉陶器皿、柱穴

76で土師器皿のখย、土師器鍋が出土した。土師器はいͣれ΋16ੈل൒͹～後൒ࠒ、灰釉陶器皿

は10ੈࠒلの所࢈とߟえられる

柱列87（図14　図版５）

　̗２～̚２・̗３～̚３区で検出した。溝57͓よͼ柱列86を੾るܗで、さらに柱列87の柱穴ࣗ

ମ΋ͦれͧれ੾り合っている。柱列87は西から柱穴82・83・52・71・67・44・84・75・39・40・

36・37・78からなる。

　検出時のͦれͧれの柱穴のن໛は、柱穴82が東西௕0�55̼、南北௕0�45̼。ਂさは0�25̼。柱穴

83が東西௕0�4̼、南北௕0�4̼。ਂさは0�35̼。柱穴52が東西௕໿0�7̼、南北௕໿0�65̼。ਂさ

は໿0�3̼。柱穴71が東西௕໿0�3̼、南北௕໿0�4̼。ਂさは0�2̼。柱穴44が東西௕0�45̼、南北

௕໿0�4̼。ਂさは໿0�35̼。柱穴67が東西௕0�35̼、南北௕໿0�3̼。ਂさは໿0�3̼。柱穴84が

東西௕0�5̼、南北௕໿0�4̼。ਂさは໿0�4̼。柱穴75が東西௕໿0�3̼、南北௕໿0�4̼。ਂさは

໿0�3̼。柱穴39が東西௕໿0�4̼、南北௕໿0�5̼。ਂさは໿0�3̼。柱穴40が東西௕໿0�2̼、南

北௕໿0�2̼。ਂさは0�05̼。柱穴36が東西௕໿0�3̼、南北௕໿0�3̼。ਂさは0�15̼。柱穴37が

東西௕໿0�25̼、南北௕໿0�3̼。ਂさが0�1̼。柱穴78が東西௕໿0�5̼、南北௕0�65̼。ਂさは

0�35̼。

　埋土はいͣれ΋׊ࠇ৭シϧτ。柱列87の柱穴܈は溝57と柱列86の後に作り替えられた掘立柱の

塀の柱穴と思われ、2ճほͲの建て௚しがあると思われるが、柱のฒͼは֬定できなかった。

　遺物は柱穴75で16ੈل൒͹～後൒ࠒの所࢈とߟえられる土師器皿が出土した。

柱列88（図15・17　図版５）

　̗２～̙２・̗３区で検出した。柱列87を੾っている。柱列88は西から柱穴81・72・45・55か

らなる。検出時のͦれͧれの柱穴のن໛は、柱穴81が0�55̼、南北௕໿0�6̼。ਂさは໿0�5̼でఈ

面にࠜ石と思われる石がਾえられている。柱穴72が東西௕0�45̼、南北௕໿0�6̼。ਂさは0�45̼。

柱穴45が東西௕0�45̼、南北௕0�45̼。ਂさは໿0�3̼。柱穴56が東西௕0�35̼、南北௕0�45̼。
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図14　柱列87平面図（１：80）
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図15　柱列88平面図（１：80）
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図16　溝50・57・柱列86平面・断面図（１：50）
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ਂさは໿0�1̼。埋土はいͣれ΋׊ࠇ৭シϧτ。柱間はਊ心で໿1�6̼である。

　柱列88は溝57・柱列86の後に作られた掘立柱塀の柱列87とಉ͡΋のと思われるが、柱列87の

柱穴܈を੾って͓り、Կ度か建て替えられた後、࠷ऴతに作られた掘立柱塀とした。

　遺物は柱穴72から16ੈل൒͹～後൒ࠒの所࢈とߟえられる土師器皿・土師器鍋が出土した。

柱列89（図18）

　̖３～̘３区で検出した。柱列89は西から柱穴23、25、26、28からなる。検出時のͦれͧれの

柱穴のن໛は、柱穴23が東西௕0�35̼、南北௕໿0�3̼。ਂさは໿0�1̼。柱穴25が東西௕0�35̼、

南北௕໿0�4̼。ਂさは0�05̼。柱穴26が東西௕0�45̼、南北௕0�45̼。ਂさは໿0�1̼。柱穴28が

東西௕໿0�5̼、南北௕໿0�5̼。ਂさは໿0�1̼。埋土は柱穴23、25、26が׊ࠇ৭シϧτ、柱穴28

がԫ灰৭シϧτで᛽をؚむ。柱間はਊ心で1�3̼～1�5̼である。第１面の層である第４層の下より

検出したたΊ、第２面の遺構とした。柱穴のن໛はখさくઙいことから、؆ૉな掘立柱の塀ͩった

Մೳੑがある。

　遺物の出土はなかった。

柱穴35・46・49（図19）

　̙３・̚３区で検出した。検出時のͦれͧれの柱穴のن໛は、柱穴35が東西௕໿0�7̼、南北௕

໿0�6̼。ਂさは໿0�1̼。柱穴46が東西௕໿0�8̼、南北௕໿0�6̼。ਂさは໿0�1̼。柱穴49は東

西௕0�75̼、南北௕໿0�45̼。ਂさは໿0�1̼。埋土は柱穴35と46が׊ࠇ৭シϧτでখ石をؚむ。

柱穴49が灰ԫ׊৭シϧτで᛽をؚむ。柱穴35・46・49は東西ํ޲にಉ࣠上にฒͼ、さらに溝13の
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図18　柱列89平面・断面図（１：50）
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溝心に৐ることから、溝13とԿらかの関࿈がある遺構か、΋しくは溝13よりݹい塀の柱列と૝定

していたが、溝13のఈ面に柱穴痕が見られないこと、柱穴35・46・49の柱間がほ΅ີ઀して͓り、

建物の柱列としてはߟえにくいことから、୯ಠの柱穴としてѻうことにした。

　遺物は柱穴46からݹい遺物のࠞ入である10ੈل後൒ࠒの所࢈とߟえられる土師器皿が、柱穴49

から16ੈل前൒～後൒ࠒの所࢈とߟえられる土師器皿のখยが出土した。

ʤͦのଞ柱穴ʥ

　ฒͼが֬ೝできなかった୯ಠの柱穴である。

柱穴24（図12）

　̘２区で検出した。検出時のن໛は、東西௕0�25̼、南北௕໿0�3̼、ਂさは0�2̼、埋土は׊ࠇ

৭シϧτでখ石をؚむ。

　遺物の出土はなかった。

柱穴27（図12）

　̗３区で検出した。検出時のن໛は、東西௕0�45̼、南北௕0�65̼。ਂさは໿0�25̼。埋土はࠇ

。৭シϧτ׊

　遺物の出土はなかった。

柱穴29（図12）

　̘３・̘４区で検出した。検出時のن໛は、東西௕໿0�4̼、南北௕໿0�7̼。ਂさは0�15̼。埋

土は׊ࠇ৭シϧτで᛽をؚむ。

　遺物は16ੈل前൒～൒͹ࠒの所࢈とߟえられる土師器皿のখยが出土した。

柱穴31（図12）

　̙３区で検出した。検出時のن໛は、東西௕໿0�5̼、南北௕໿0�5̼。ਂさは໿0�15̼。埋土は

。৭シϧτで᛽をؚむ׊ࠇ

　遺物は16ੈل前൒～൒͹ࠒの所࢈とߟえられる土師器皿のখยが出土した。

柱穴33（図12）

　̙３区で検出した。検出時のن໛は東西௕໿0�3̼、南北௕໿0�3̼。ਂさは໿0�1̼。埋土はࠇ

。৭シϧτ׊

　遺物の出土はなかった。

柱穴48（図12）

　̘１で検出した。検出時のن໛は、東西௕໿0�3̼、南北௕໿0�4̼。ਂさは໿0�2̼。埋土はࠇ

。৭シϧτで᛽をؚむ׊

　遺物の出土はなかった。

柱穴59（図12）

　̗２区で検出した。検出時のن໛は、東西௕0�45̼、南北௕0�35̼。ਂさは໿0�1̼。埋土はࠇ

。৭シϧτ׊

　遺物の出土はなかった。
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柱穴60（図12）

　̗２区で検出した。検出時のن໛は、東西௕໿0�3̼、南北௕໿0�3̼。ਂさは໿0�15̼。埋土は

。৭シϧτ׊ࠇ

　遺物は土師器皿のখยが出土した。

柱穴61（図12）

　̙３区で検出した。検出時のن໛は、東西௕໿0�2̼、南北௕໿0�2̼。ਂさは໿0�2̼。埋土は

灰ԫ׊৭シϧτ。

　遺物の出土はなかった。

柱穴65（図12）

　̗２区で検出した。検出時のن໛は、東西௕0�35̼、南北௕໿0�4̼。ਂさは໿0�2̼。埋土は灰

。৭シϧτ׊

　遺物は土師器皿のখยが出土した。

柱穴68（図12）

　̘２区で検出した。検出時のن໛は、東西௕໿0�6̼、南北௕໿0�3̼。ਂさは໿0�1̼。埋土は

灰׊৭シϧτ。

　遺物の出土はなかった。

柱穴69（図12）

　̘２区で検出した。検出時のن໛は、東西௕໿0�4̼、南北௕໿0�2̼。ਂさは0�05̼。埋土は灰

。৭シϧτ׊

　遺物の出土はなかった。

柱穴93（図12）

　̘３区で検出した。検出時のن໛は、東西௕0�25̼、南北௕໿0�5̼。ਂさは0�15̼。埋土はࠇ

。৭シϧτ。遺物の出土はなかった׊

第５層（図20　図版６－２）

　̖２区で検出した。第２面上面である第̒層上にଯ積した層であり地ࢁ層が׊ࠇ৭に変৭した

΋のである。遺物の出土はなかった。
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３　出土遺物
　遺物はコϯςφで14ശ分が出土した。室町時代後期～౧ࢁ時代ॳ期ࠒの土師器の皿と鍋がほと

ΜͲを઎Ί、ͦの中に瓦質土器、施釉陶器、焼締陶器なͲがؚまれる。江戸時代の遺構からは土師

器皿のଞに染付、施釉陶器、瓦が出土している。

（１）第１面遺構出土遺物

遺構検出中（図21　図版７－１）

　瓦質土器（１）が出土した。いわΏる奈良火鉢とݺ͹れる΋ので、32�2ܘޱᶲ、࢒ଘ器16�5ߴᶲ、

ほ΅௚立しޱԑ部に2本のಥଳをషり付͚る。ಥଳ間に11หの٠のԡՖ໲を౳間ִに഑ஔする。外

面とޱԑ部内面にはॎํ޲のϛΨΩを施し、内面にはΦサΤが࢒る。16ੈل前൒～൒͹ࠒの所࢈と

。えられるߟ

ʤ土坑ʥ

土坑02（図21　図版７－２）

　土師器（２～̒）が出土した。いͣれ΋土師器皿̨である。

　２は9�9ܘޱᶲ、器1�8ߴᶲ、ޱԑ部は΍΍外൓ؾຯに立ち上がり、端部はؙみをଳͼる。ޱԑ部

にはഗが付ணする。ޱԑ部外面から内面にか͚てϤコφσ、ఈ部内面はφσ、外面はΦサΤを施

す。

　３は13�9ܘޱᶲ、器2�1ߴᶲ、ޱԑ部は΍΍外൓ؾຯに立ち上がり、端部は΍΍ؙみをଳͼる。内

面の立ち上がり部分にはബいԜみを施す。ޱԑ部外面から内面にか͚てϤコφσ、ఈ部内面はφ

σ、外面はΦサΤを施す。

　４は13�9ܘޱᶲ、器2�1ߴᶲ、ޱԑ部は௚ઢに立ち上がり、端部は΍΍ؙみをଳͼる。内面の立

ち上がり部分にはബいԜみを施す。ޱԑ部外面から内面にか͚てϤコφσ、ఈ部内面はφσ、外面

はΦサΤを施す。

　５は12�9ܘޱᶲ、器2�1ߴᶲ、ޱԑ部は΍΍外൓ؾຯに立ち上がり、端部はؙみをଳͼる。

　̒は12�9ܘޱᶲ、器2�2ߴᶲ、ޱԑ部は外൓ؾຯに立ち上がり、端部はؙみをଳͼる。ޱԑ部外

面から内面にか͚てϤコφσ、ఈ部内面はφσ、外面はΦサΤを施す。

時代 内༰ コϯςφ਺ " ϥϯΫ఺਺ # ϥϯΫ఺
਺

$ ϥϯΫശ
਺

ฏ҆時代 灰釉陶器 灰釉陶器１఺

室町時代
～౧ࢁ時代

土師器皿、土師器鍋、瓦質
土器、焼締陶器、施釉陶器、
青磁、石製品

土師器56఺、瓦質土器２఺、
焼締陶器５఺、施釉陶器２
఺、青磁２఺、石製品１఺

江戸時代 土師器、染付、施釉陶器、
瓦 土師器１఺

合ܭ 16 ശ 70 ఺（２ശ） ̌఺ 14 ശ

ˎコϯςφശ਺は、整ཧஈ֊で２ശ૿Ճした。

表３　遺物概要表



−33−

　２～̒はいͣれ΋10̘ஈ֊にଐし、16ੈل後൒ࠒの所࢈とߟえられる。

土坑11（図21　図版７－２）

　土師器（̓）が出土した。土師器皿̨̱である。8�6ܘޱᶲ、器1�8ߴᶲ、ޱԑ部は外൓し、端部

はఠまみ上͛ஈ状にする。ޱԑ部外面から内面にか͚てϤコφσ、ఈ部内面はφσ、外面はΦサΤ

を施す。10̗ஈ֊にଐし、16ੈل൒͹～後൒の所࢈とߟえられる。

土坑17（図21　図版７－２）

　土師器（̔）が出土した。土師器皿̨である。9�6ܘޱᶲ、器1�6ߴᶲ、ఈ部からޱԑ部にか͚て

大きく外൓し、端部はؙみをଳͼる。ޱԑ部外面から内面にか͚てϤコφσ、ఈ部内面はφσ、外

面はΦサΤ、内面立ち上がり部分にਂい௜ઢを施す。14̖ஈ֊にଐし、19ੈل前൒ࠒの所࢈とߟ

えられる。ଞにಉ時期の染付、施釉陶器が出土している。

土坑20（図21　図版７－２）

　土師器（̕）が出土した。土師器皿̨である。11�9ܘޱᶲ、器1�8ߴᶲ、ޱԑ部はわͣかに外൓

し、端部は΍΍ؙみをଳͼる。ޱԑ部外面から内面にか͚てϤコφσ、ఈ部内面はφσ、外面はΦ

サΤを施す。10̘ஈ֊にଐし、16ੈل後൒ࠒの所࢈とߟえられる。

土坑21（図21　図版８）

　土師器（10～15）が出土した。いͣれ΋土師器鍋である。

　10は29�8ܘޱᶲ、࢒ଘ器4�3ߴᶲ、ޱԑ部は΍΍外൓し、端部は΍΍Ԝ面をܗ੒する。ޱԑ部は

Ϥコφσ、内面はԣํ޲のϋέ、外面はΦサΤを施す。10̗ஈ֊にଐし、16ੈل൒͹～後൒ࠒの

所࢈とߟえられる。

　11は23�8ܘޱᶲ、࢒ଘ器2�9ߴᶲ、ޱԑ部は大きく外൓し、端部はԜ面をܗ੒する。ޱԑ部外面

から内面にか͚てϤコφσ、外面はΦサΤとφσを施す。内面にഗの付ணがある。

　12は23�9ܘޱᶲ、࢒ଘ器3�8ߴᶲ、ޱԑ部は大きく外൓し、端部はԜ面をܗ੒する。ޱԑ部はϤ

コφσ、内面はφσ、外面はΦサΤを施す。11・12は10̘ஈ֊にଐし、16ੈل後൒ࠒの所࢈とߟ

えられる。

　13は11�1ܘޱᶲ、器4�5ߴᶲ、ޱԑ部は大きく外൓し、端部はԜ面をܗ੒する。ޱԑ部はϤコφ

σ、内面はϤコํ޲のφσ、外面はΦサΤを施す。内面にഗが付ணする。

　14は24�1ܘޱᶲ、࢒ଘ器4�4ߴᶲ、ޱԑ部はۂઢతに立ち上がり、端部はฏୱ。ޱԑ部外面から

内面にか͚てϤコφσ、外面はΦサΤである。内面、外面と΋にഗが付ணする。

　15は23�9ܘޱᶲ、器4�4ߴᶲ、ޱԑ部はۂઢతに立ち上がり、端部はฏୱ。ޱԑのҰ部をԜませ

஫ޱ部を施す。ޱԑ部外面から内面にか͚てϤコφσ、外面はΦサΤのちφσを施す。内面、外面

と΋ഗが付ணする。

　13～15はいͣれ΋10̘ஈ֊にଐするが、10～12とൺ΂器ߴがઙく、΍΍時代が下る΋のと思わ

れるたΊ、16ੈل後൒～末ࠒの所࢈とߟえられる。いわΏる江戸時代のᖿᖻの原ܕに౰たる΋のと

。えられるߟ
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図21　出土遺物１（１：４）
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土坑32（図21　図版７－２）

　土師器（16・17）、焼締陶器（18）が出土した。16・17は土師皿̨̱である。

　16は11�5ܘޱᶲ、器2�1ߴᶲ、ޱԑ部は΍΍外൓し、端部はؙみをଳͼる。ޱԑ部外面から内面

にか͚てϤコφσ、外面はΦサΤを施す。

　17は10�8ܘޱᶲ、器1�4ߴᶲ、ޱԑ部は外൓し、端部はؙみをଳͼる。ޱԑ部外面から内面にか

͚てϤコφσ、外面はΦサΤを施す。16・17は10̘ஈ֊にଐし、16ੈل後൒ࠒの所࢈とߟえられ

る。

　18はඋ前甕のޱԑである。ܘޱෆ໌、࢒ଘ器6�2ߴᶲ、内面、外面と΋ϩΫϩφσでޱԑは外ଆ

にંりۄ͛ۂԑとする。16ੈࠒلの所࢈とߟえられる。

溝13（図22　図版９・10－１）

　土師器（19～26）、青磁（27）、瓦質土器（28）、施釉陶器（29・30）、焼締陶器（31～33）、石鍋

（34）が出土した。

　19は土師器皿̨̱、20～26は土師器皿̨である。

　19は7�8ܘޱᶲ、器1�8ߴᶲ、ޱԑ部はۂઢతに立ち上がり、端部はؙみをଳͼる。ఈ部は΍΍内

ଆへԜませている。ޱԑ部外面から内面にか͚てϤコφσ、ఈ部内面はφσ、外面はΦサΤを施

す。

　20は10�4ܘޱᶲ、器1�9ߴᶲ、ޱԑ部は΍΍外൓し、端部はؙみをଳͼる。ޱԑ部外面から内面

にか͚てϤコφσ、ఈ部内面はφσ、外面はΦサΤを施す。内面・外面のҰ部にࠇ変がある。

　21は10�0ܘޱᶲ、器2�1ߴᶲ、ޱԑ部はわͣかに外൓し、端部はؙみをଳͼる。ޱԑ部外面から

内面にか͚てϤコφσ、ఈ部内面はφσ、外面はΦサΤを施す。

　22は10�0ܘޱᶲ、器1�8ߴᶲ、ޱԑ部は外൓し、端部はؙみをଳͼる。ޱԑ部外面から内面にか

͚てϤコφσ、ఈ部内面はφσ、外面はΦサΤを施す。

　23は9�2ܘޱᶲ、器ߴは1�7ᶲ、ޱԑ部は΍΍外൓し、端部はؙみをଳͼる。ޱԑ部外面から内面

にか͚てϤコφσ、ఈ部内面はφσ、外面はΦサΤを施す。

　24は13�0ܘޱᶲ、器1�7ߴᶲ、ޱԑ部は外൓し、端部はؙみをଳͼる。ޱԑ部外面から内面にか

͚てϤコφσ、ఈ部内面はφσ、外面はΦサΤを施す。

　25は14�8ܘޱᶲ、器2�2ߴᶲ、ޱԑ部は΍΍外൓し、端部はؙみをଳͼる。内面の立ち上がり部

分にはബいԜみを施す。ޱԑ部外面から内面にか͚てϤコφσ、ఈ部内面はφσ、外面はΦサΤを

施す。

　26は14�0ܘޱᶲ、器2�1ߴᶲ、ޱԑ部は΍΍外൓し、端部はؙみをଳͼる。内面の立ち上がり部

分にബいԜみを施す。ޱԑ部外面から内面にか͚てϤコφσ、ఈ部内面はφσ、外面はΦサΤを施

す。19～26はいͣれ΋10̘にଐし、16ੈل後൒ࠒの所࢈とߟえられる。

　27は青磁皿のޱԑ部である。খยのたΊܘޱෆ໌、࢒ଘ器3�1ߴᶲ、ޱԑ部は外൓し、端部はਨ

௚に立ち上͛、൫状とする。内面・外面と΋ബいΦリーϒ྘৭で、内面に࿇หを؆ུ化したと思わ

れるઢࠁの文༷がある。15ੈࠒل16ੈ～لの໌代のཾઘ༼の所࢈とߟえられる。
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図22　出土遺物２（１：４）
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　28は瓦質土器で、いわΏる奈良火鉢の٭部である。࢒ଘ器ߴは7�8ᶲ、ఈ部に्٭とͦのԣに࣋

ちૹりをషり付͚、ͦの後に内面・外面と΋φσを施す。16ੈل൒͹～後൒ࠒの所࢈とߟえられ

る。

　29はඒೱܥの٠皿である。ܘޱはޱԑが失われて͓りෆ໌。ఈ6�4ܘᶲ、࢒ଘ器3�4ߴᶲ、ϩΫϩ

੒ܗ後、ճ転έズリで੒ܗを行い、内面・外面を࡟り出しにより٠Ֆหを଄ܗ、内面・外面と΋

௕石釉を施釉している。ߴ୆৞付͚には釉ϋΪがある。16ੈل後൒～末ࠒの所࢈とߟえられる。

　30は੉戸ܥの天目茶椀である。11�0ܘޱᶲ、ఈ3�9ܘᶲ、器5�6ߴᶲ、ޱԑ部は΍΍外൓するいわ

ΏるʮすっΆΜޱʯで、ఈ部は࡟り出しߴ୆である。ϩΫϩ੒ܗ後、内面はࠇ৭のమ釉を施釉して

͓り、Ұ部༼変のたΊ׊৭に変৭する。16ੈل後൒～末ࠒの所࢈とߟえられる。

　31はඋ前ܥの壷である。ޱԑ部ܽଛのたΊܘޱෆ໌、ఈ14�0ܘᶲ、࢒ଘ器16�3ߴᶲ、内面・外面

と΋ϩΫϩφσを施し、Ұ部ϋέφσと思われる痕がある。いわΏる種壷と思われ、15ੈ16～ل

。と思われる࢈の所ࠒ後൒لੈ

　32はඋ前すり鉢のޱԑである。29�4ܘޱᶲ、࢒ଘ器4�8ߴᶲ、ޱԑ部はʮくʯのࣈのܗに外൓し

端部は௚立する。内面・外面と΋ϩΫϩφσ、ޱԑ部外面にಥଳをషり付͚φσを施す。

　33΋32とಉ͡くඋ前すり鉢のޱԑである。29�4ܘޱᶲ、࢒ଘ器4�8ߴᶲ、ޱԑ部はʮくʯのࣈに

外൓し、端部は௚立する。内面・外面と΋ϩΫϩφσ、内面に̕৚のすり目がある。15ੈ16～ل

。と思われる࢈の所ࠒ後൒لੈ

　34は石鍋である。37�8ܘޱᶲ、࢒ଘ器5�1ߴᶲ、外面はノϛによるૈい੒ޱ、ܗԑ端部と内面は

ฏ׈にຏき、端部はฏୱである。内面に࢖༻痕がある。16ੈل後൒ࠒの所࢈とߟえられる。

風倒木痕（図22　図版10－２）

　土師器（35・36）が出土した。いͣれ΋土師器皿̨̱である。

　35は8�9ܘޱᶲ、器1�8ߴᶲ、ޱԑ部は΍΍外൓し、端部はؙみをଳͼる。ޱԑ部はϤコφσ、内

面はφσ、外面はΦサΤを施す。

　36は9�0ܘޱᶲ、器1�6ߴᶲ、ޱԑ部は΍΍外൓し、端部はؙみをଳͼる。ޱԑ部外面から内面に

か͚てϤコφσ、ఈ部内面はφσ、外面はΦサΤを施す。ޱԑ部のҰ部にഗが付ணする。35・36は

いͣれ΋10̘にଐし、16ੈل後൒ࠒの所࢈とߟえられる。

第４層（図22　図版10－２）

　土師器（37・38）が出土した。いͣれ΋土師器皿̨̱である。

　37は8�8ܘޱᶲ、器1�7ߴᶲ、ޱԑ部は΍΍外൓し、端部はؙみをଳͼる。ޱԑ部外面から内面に

か͚てϤコφσ、ఈ部内面はφσ、外面はΦサΤを施す。ޱԑ部のҰ部にഗが付ணする。

　38は8�9ܘޱᶲ、器1�8ߴᶲ、ޱԑ部は外൓し、端部はؙみをଳͼる。ޱԑ部外面から内面にか͚

てϤコφσ、ఈ部内面はφσ、外面はΦサΤを施す。ޱԑ部のҰ部にഗが付ணする。37・38はいͣ

れ΋10̘にଐし、16ੈل後൒ࠒの所࢈とߟえられる。
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（２）第２面遺構出土遺物

土坑34（図23　図版11－１）

　土師器（39）が出土した。土師器皿である。খยのたΊܘޱෆ໌、࢒ଘ器ߴは7�5ᶲ、ޱԑ部は

ほ΅௚ઢతに立ち上がり、端部はؙみをଳͼている。ޱԑ部外面から内面にか͚てϤコφσ、外面

はΦサΤを施す。10̗～10̘にଐし、16ੈل൒͹～後൒ࠒの所࢈とߟえられる。

土坑54（図23・図版11－１）

　土師器（40）が出土した。土師器皿̨̱である。7�9ܘޱᶲ、器1�7ߴᶲ、ޱԑ部は௚ઢతに立ち

上がり、端部はؙみをଳͼる。ޱԑ部外面から内面にか͚てϤコφσ、外面はΦサΤを施す。10̗

～10̘にଐし、16ੈل൒͹～後൒ࠒの所࢈とߟえられる。
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図23　出土遺物３（１：４）
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土坑63（図23　図版11－1）

　土師器（41）、焼締陶器（42）が出土した。

　41は土師器皿̨̱である。13�5ܘޱᶲ、࢒ଘ器2�1ߴᶲ、ޱԑ部は΍΍外൓し、端部はؙみをଳ

ͼる。ޱԑ部外面から内面にか͚てϤコφσ、外面はΦサΤを施す。10̗～10̘にଐし、16ੈل

൒͹～後൒ࠒの所࢈とߟえられる。

　42はඋ前甕のޱԑである。࢒ଘ器14�7ߴᶲ、ޱԑ部は௚立し、端部は外ଆにંりۄ͛ۂԑとす

る。ޱԑ部はϤコφσ、内面はԣํ޲の൘φσ、外面はΦサΤとϩΫϩφσを施す。16ੈࠒلの所

。えられるߟと࢈

土坑64（図23　図版11－１）

　土師器（43）が出土した。土師器皿̣である。5�6ܘޱᶲ、器1�3ߴᶲ、ޱԑ部はۂઢతに立ち上

がり、端部はؙみをଳͼる。内面はφσ、外面はΦサΤを施す。10̗～10̘にଐし、16ੈل൒͹

～後൒ࠒの所࢈とߟえられる。

土坑66（図23　図版11－１）

　土師器（44～49）が出土した。いͣれ΋土師器鍋である。

　44は23�5ܘޱᶲ、࢒ଘ器6�4ߴᶲ、ޱԑ部はਫฏํ޲に外൓し、端部はԜ面をܗ੒する。ޱԑ部

はϤコφσ、内面はԣํ޲のϋέ、外面はφσのちΦサΤを施す。外面のҰ部にഗが付ணする。

　45は29�2ܘޱᶲ、࢒ଘ器5�7ߴᶲ、ޱԑ部は大きく外൓し、端部は΍΍ؙみをଳͼる。ޱԑ部は

Ϥコφσ、内面はԣํ޲のϋέとφσ、外面はφσのちΦサΤを施す。

　46は26�5ܘޱᶲ、࢒ଘ器5�1ߴᶲ、ޱԑ部は大きく外൓し、端部は΍΍ؙみをଳͼる。ޱԑ部は

Ϥコφσ、内面はԣํ޲のϋέ、外面はφσのちΦサΤを施す。

　47は29�2ܘޱᶲ、࢒ଘ器6�2ߴᶲ、ޱԑ部は΍΍外൓し、端部は΍΍ؙみをଳͼる。ޱԑ部はϤ

コφσ、内面はԣํ޲のφσとϋέ、外面はφσのちΦサΤを施す。

　48は29�2ܘޱᶲ、࢒ଘ器6�6ߴᶲ、ޱԑ部は΍΍外൓し、端部は΍΍ؙみをଳͼる。ޱԑ部はϤ

コφσ、内面はԣํ޲のϋέのちφσ、外面はφσのちΦサΤを施す。

　49は29�4ܘޱᶲ、࢒ଘ器5�3ߴᶲ、ޱԑ部は大きく外൓し、端部はؙみをଳͼる。ޱԑ部はϤコ

φσ、内面はԣํ޲のϋέ、外面はφσのちΦサΤを施す。

　44～49はいͣれ΋10̗～10̘にଐし、16ੈل൒͹～後൒ࠒの所࢈とߟえられる。

溝50（図24　図版11－２）

　土師器（50～52）が出土した。50・51は土師器皿̨̱、52は土師器皿̨である。

　50は8�6ܘޱᶲ、器2�4ߴᶲ、ޱԑ部は΍΍外൓し、端部はؙみをଳͼる。ޱԑ部外面から内面に

か͚てϤコφσ、ఈ部内面はφσ、外面はΦサΤを施す。51は9�1ܘޱᶲ、器2�1ߴᶲ、ޱԑ部は΍

΍外൓し、端部はؙみをଳͼる。ޱԑ部外面から内面にか͚てϤコφσ、ఈ部内面はφσ、外面は

ΦサΤを施す。52は14�9ܘޱᶲ、器2�2ߴᶲ、ޱԑ部は΍΍外൓し、端部はؙみをଳͼる。50～52

はいͣれ΋10̗にଐし、16ੈل前൒～൒͹ࠒの所࢈とߟえられる。
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溝57（図24　図版11－２）

　土師器（53～56）、青磁（57）が出土した。53・54が土師器皿̨̱、55・56が土師器鍋である。

　53は10�9ܘޱᶲ、࢒ଘ器1�9ߴᶲ、ޱԑ部は΍΍外൓し、端部はؙみをଳͼる。ޱԑ部外面から

内面にか͚てϤコφσ、外面はΦサΤを施す。

　54は9�8ܘޱᶲ、࢒ଘ器1�9ߴᶲ、ޱԑ部は΍΍外൓し、端部はؙみをଳͼる。ޱԑ部外面から内

面にか͚てϤコφσ、外面はΦサΤを施す。

　55はখยのたΊܘޱෆ໌、࢒ଘ器3�7ߴᶲ、ޱԑ部は΍΍外൓し、端部はؙみをଳͼる。ޱԑ部

はϤコφσ、内面はϋέ、外面はΦサΤを施す。

　56はখยのたΊܘޱෆ໌、࢒ଘ器4�3ߴᶲ、ޱԑ部は΍΍外൓し、端部はؙみをଳͼる。ޱԑ部

はϤコφσ、内面はԣํ޲のϋέ、外面はΦサΤを施す。53～56は10̗にଐし、16ੈل൒͹ࠒの
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図24　出土遺物４（１：４）
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所࢈とߟえられる。

　57は青磁皿のޱԑである。খยのたΊܘޱෆ໌、࢒ଘ器2�7ߴᶲ、ޱԑ部は外൓する。内面・外

面と΋青྘৭の施釉を施す。15ੈࠒل16ੈ～لの໌代のཾઘ༼の所࢈とߟえられる。

柱穴38（柱列86）（図24　図版12－１）

　土師器（58）が出土した。土師器皿である。খยのたΊܘޱෆ໌、࢒ଘ器0�8ߴᶲ、内面はϤコ

φσ、外面はΦサΤを施す。10̗΋しくは10̘にଐし、16ੈل൒͹～後൒ࠒの所࢈とߟえる。

柱穴42（柱列86）（図24　図版12－１）

　土師器（59）が出土した。土師器皿̨̱である。11�9ܘޱᶲ、࢒ଘ器1�6ߴᶲ、ޱԑ部はわͣか

に外൓し、端部はؙみをଳͼる。ޱԑ部外面から内面にか͚てϤコφσ、外面はΦサΤを施す。10

̗΋しくは10̘にଐし、16ੈل൒͹～後൒ࠒの所࢈とߟえられる。

柱穴56（柱列86）（図24　図版12－１）

　土師器（60・61）、灰釉陶器（62）が出土した。60は土師器皿̣、61は土師器皿̨である。

　60はখยのたΊܘޱෆ໌、࢒ଘ器1�3ߴᶲ、ޱԑ部は΍΍௚ઢతに立ち上がり、端部はؙみをଳ

ͼる。ޱԑ部の外面から内面にか͚てϤコφσ、外面はφσを施す。

　61はখยのたΊܘޱෆ໌、࢒ଘ器1�4ߴᶲ、ޱԑ部は΍΍外൓し、端部はؙみをଳͼる。ޱԑ部

はϤコφσ、外面はΦサΤを施す。60・61はいͣれ΋10̗にଐし、16ੈل前൒～൒͹ࠒの所࢈と

。えられるߟ

　62は灰釉陶器の皿である。ޱԑ部ܽଛのたΊܘޱෆ໌。ఈ3�0ܘᶲ、࢒ଘ器1�3ߴᶲ、外面はϩΫ

ϩφσ、ఈ部はճ転έズリによりߴ୆を੒ܗ、外面と内面に΍΍྘がかった灰釉を施釉する。10ੈ

。い遺物のࠞ入であるݹ。えられるߟと࢈の所ࠒل

柱穴76（柱列86）（図24　図版12－１）

　土師器（63）が出土した。土師器鍋である。খยのたΊܘޱෆ໌、࢒ଘ器3�2ߴᶲ、内面はϤコ

φσとϋέ、外面はφσを施し、ಥଳをషり付͚る。10̗にଐし、16ੈل前൒～൒͹ࠒの所࢈と

。えられるߟ

柱穴75（柱列87）（図24　図版12－１）

　土師器（64）が出土した。土師器皿̨̱である。10�2ܘޱᶲ、࢒ଘ器1�9ߴᶲ、ޱԑ部は΍΍外

൓し、端部はؙみをଳͼる。ޱԑ部外面から内面にか͚てϤコφσ、外面はΦサΤを施す。10̗に

ଐし、16ੈل前൒～൒͹ࠒの所࢈とߟえられる。

柱穴72（柱列88）（図24　図版12－１）

　土師器（65・66）が出土した。65は土師器皿、66は土師器鍋である。

　65はখยのたΊܘޱෆ໌、࢒ଘ器1�4ߴᶲ、ޱԑ部は΍΍外൓し、端部はؙみをଳͼる。ޱԑ部

はϤコφσ、外面はΦサΤを施す。

　66はখยのたΊܘޱෆ໌、࢒ଘ器ߴは4�52ᶲ、ޱԑ部は΍΍外൓し、端部はԜ面をܗ੒する。ޱ

ԑ部外面から内面にか͚てϤコφσ、外面はΦサΤを施す。

　65・66いͣれ΋10̗～10̘にଐし、16ੈل前൒～後൒ࠒの所࢈とߟえられる。
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柱穴29（図24　図版12－２）

　土師器（67）が出土した。土師器皿̨である。13�8ܘޱᶲ、࢒ଘ器1�5ߴᶲ、ޱԑ部は΍΍外൓

し、端部はؙみをଳͼる。ޱԑ部はϤコφσ、外面はΦサΤを施す。10̗にଐし、16ੈل前൒～

൒͹ࠒの所࢈とߟえられる。

柱穴31（図24　図版12－２）

　土師器（68）が出土した。土師器皿̨̱である。11�8ܘޱᶲ、࢒ଘ器1�4ߴᶲ、ޱԑ部は௚ઢత

に立ち上がり、端部はؙみをଳͼる。ޱԑ部はϤコφσを施す。10̗にଐし、16ੈل前൒～൒͹

。えられるߟと࢈の所ࠒ

柱穴46（図24　図版12－２）

　土師器（69）が出土した。土師器皿̖である。9�9ܘޱᶲ、࢒ଘ器1�6ߴᶲ、ޱԑ部は外൓し、端

部はؙみをଳͼる。ޱԑ部外面から内面にか͚てϤコφσ、外面はΦサΤである。３̗にଐし、10

。い遺物のࠞ入であるݹ。えられるߟと࢈の所ࠒ後൒لੈ

柱穴49（図24　図版12－２）

　土師器（70）が出土した。土師器皿である。খยのたΊܘޱෆ໌、࢒ଘ器1�3ߴᶲ、ຎ໓のたΊ

調整はෆ໌。10̗～10̘にଐし、16ੈل前൒～後൒ࠒの所࢈とߟえられる。
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第ᶚষ　まとΊ

の溝、室町（൒͹～後൒ل16ੈ）室町時代後期～末期、܈ճの調査では、江戸時代Ҏ߱の土坑ࠓ　

時代後期（16ੈل前൒）の溝・柱列・土坑が検出された。特に室町時代後期～末期にか͚ての溝、

柱列は、町田本洛中洛外図Ẓ風͓よͼ上ਿ本洛中洛外図Ẓ風に描かれている大心院のෑ地と推定

されるࠓճの調査地に͓いて（１）、ෑ地塀と推ଌされる遺構の構ஙから豊臣秀吉の妙顕寺移転に際

する整地によるফ໓までの変遷を௥うことのできる੒Ռとなった。

　第１面では、東西ํ޲にԆͼる溝13、土取り穴とߟえられる土坑02・20、廃棄土坑である土坑

21、風倒木痕、ଞにۙੈ土坑を検出した。

　溝13は16ੈل൒͹～後൒ࠒの整地層と૝定される第４層を掘りࠐむܗで作られている。

　遺物は16ੈل後൒ࠒの土師器皿がコϯςφ２ശ分出土し、ͦのଞに΋ඒೱܥの௕石釉の٠皿、

੉戸天目茶࿸が出土した。出土遺物に時期ࠩはແく、天正12（1584）年の豊臣秀吉による妙顕寺移

転に൐う整地で、埋Ί立てられた際の遺物とߟえられる。

　土坑02・20は土取りのたΊのࢼし掘りの穴と思われ、土坑02を掘り௚すܗで土坑02が掘られて

いる。遺物は溝13とಉ時期の土師器皿かগྔ出土し、溝13とಉ͡妙顕寺移転に൐う整地で埋Ί立

てられた΋のと思われる。

　土坑21は16ੈل後൒～末ࠒの所࢈とߟえられる土師器鍋がଟྔに出土した。妙顕寺移転の整地

の際に掘࡟し廃棄した土坑とߟえられる。

　風倒木痕は調査区の西端で検出した。溝13の埋土から掘りࠐまれて͓り、溝13のҰ部をഁյし

ている。天正12年の豊臣秀吉による妙顕寺の移転Ҏ後、大心院のෑ地は妙顕寺となるが、׮Ӭ19

（1642）年ࠒに描かれたʮ׮Ӭ度ᤈ࣏前洛中絵図ʯ（２）では調査区に౰たる৔所には建物౳は描かれ

ていない。これに基ͮくとすれ͹、風倒木痕は妙顕寺の境内のۭき地にて২थしたあとにԿらかの

ࣗવ֐ࡂ౳で倒れた後の΋のと思われる。遺物としては溝13を২थのたΊ掘りฦした際の土師器

皿がほとΜͲで、江戸時代にまで下る΋のが見られなかったたΊ、妙顕寺移転のし͹らく後に২थ

され、江戸時代ॳ期までの間に倒れたたΊ、ࠜ跡を埋Ίた΋のとߟえられる。ۙੈの遺構は土坑܈

を検出した。瓦΍陶磁器がଟく出土し、廃棄のたΊの土坑と思われる。

　第２面では溝50・57・柱列86・87・88を検出した。

　溝50と溝57はほ΅正ํҐで東西ํ޲にԆͼ、溝57の中ԝには໿0�8̼～1�0̼の柱間で10ݸの柱

穴がಉ࣠上にฒͿ柱列86がある。また、溝57とฒ行して南ଆに溝50がྡ઀する。このように溝の

中心に柱列を࣋つ遺構としては2004年にࡉ川యӛఛのෑ地と推定されるදઍՈෆ৹҇の調査で検

出した溝状遺構がある（３）。東西ํ޲の溝状遺構の中心に柱列がฒΜで͓り、ࠓճの調査で検出した

溝57、柱列86とྨࣅする。ෆ৹҇の調査報告では、布掘り掘ํの中に柱穴を掘った塀の基礎であ

るとして͓り、ۙӴఛのෑ地と推定されるಉࢤ社大ֶ新町ߍ地の調査で΋ಉ༷の遺構が検出して

͓り（４）、上京の෢Ո΍ެՈ、寺院に޿く༻いられたܗ式の塀であるとしている。これらのことを౿

まえて、ࠓճの調査で検出した溝57と柱列86は塀の布掘り基礎、南ଆにฒ行してྡ઀する溝50は
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塀のӍམち溝ではないかと思われる。

むようにଘ在している。දࠐに柱列87があ͛られる。柱列87は溝57・柱列86とಉҐஔに੾り࣍　

ઍՈෆ৹҇の調査で検出した布掘り基礎の塀跡で΋ಉ༷の柱列がみられ、布掘り基礎の塀から掘

立柱塀へと建て替えたとして͓り、柱列87΋ಉ༷に布掘り基礎の塀から掘立柱塀へと建て替えた

際の΋のとߟえられる。たͩし、柱列86のように໌֬なฒͼは֬ೝできなかった。

　さらに柱列87の柱穴を੾るܗで柱列88がある。柱間は໿1�6̼で࣠は΍΍北にৼれる。柱列87

と88の出土遺物に時期ࠩが見られないたΊ、溝57・柱列86の布掘り基礎の塀から掘立柱塀へと建

て替える際に、Կ度か柱Ґஔを変えた後、࠷ऴతに柱列88のҐஔにམちணいた΋のとߟえられる。

　Ҏ上の࡯ߟをまとΊると、Ҏ下の通り変遷がߟえられる。

　ᶃ 溝57と柱列86の布掘り基礎の塀と溝50のӍམち溝が଄られる（図13・16）。

　ᶄ 布掘り基礎の塀から柱列87、88の掘立柱塀へと建て替わる（図14・15・17）。

　ᶅ 塀がఫڈされ整地された後に区ըの溝13が଄られる（図̕・10）。

　ᶆ 天正12（1584）年の豊臣秀吉による妙顕寺移転での整地で溝13が埋Ίられる。

　ᶇ 整地後にࠜ穴が掘られ২थされるが倒木し、ͦれによるࠜ穴が埋Ίられる（図̕）。

　ᶈ 妙顕寺時代の廃棄土坑が掘࡟される。

　布掘り基礎の塀は、町田本洛中洛外図Ẓ風に描かれた大心院の時代の室町時代後期ل16ੈ）ࠒ前

൒）からଘ在したՄೳੑはあるが、ͦれҎ後は室町時代末期（16ੈل後൒）までの਺े年の間に変

化していった΋のと思われる。

　調査区のҐஔは妙顕寺移転の天正12年～江戸時代にか͚ては妙顕寺の境内であったが、ۙ代Ҏ

߱は妙顕寺のෑ地から཭れて͓り、ত࿨21年のۭࣸߤਅには建物のような΋のが見える（５）。出土

したΨϥスළ౳から、ઓ前に地ࢁ面までୡする大ن໛な掘޻࡟事が行われたとߟえられる。

ம

（１） দԬ ຬ　h 京都時代̢̖̥　҆土౧ࢁ編 　ɦ新૑社　2006年

（２） 京都大ֶ貴ॏࢿྉσδλϧΞーΧΠϒʰ׮Ӭ度ᤈ࣏前洛中絵図ʱ

（３） 吉࡚ ৳　h 上京遺跡ʱ京都市埋ଂ文化財ڀݚ所発掘調査֓報2004-9　財ஂ๏ਓ京都市埋ଂ文化財ڀݚ所

 2004年

（４） h ಉࢤ社大ֶ新町ߍ地発掘調査֓報ʱಉࢤ社大ֶ地ֶज़調査ҕһ会　1974年

土地ཧ院地図・ۭ中ࣸਅӾཡサービスʰ̨̪̖−̧275−̖−̓−58　京都東北部　ত࿨21年ʱࠃ （５）

ݙ文ߟࢀ

ʰ֓આ　中ੈの土器・陶磁器ʱ中ੈ土器ڀݚ会編　1995年

ฏඌ ੓޾　ʮ土師器ߟ࠶ʯh 洛لڀݚ　࢙ཁ　第12号ʱެӹ財ஂ๏ਓ京都市埋ଂ文化財ڀݚ所　2019年
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ࡌܝ
/P 器種 器ܗ 地区 出土遺構 ܘޱ

（ᶲ）
器ߴ

（ᶲ）
ఈܘ

（ᶲ）
ް

（ᶲ） ৭調 උߟ

1 瓦質土器 鉢 - 遺構検出中 32�2 （16�5） - - /3�0 ҉灰 奈良火鉢

2 土師器 皿 &1ɼ&2 土坑 02 9�9 1�8 - - 10:38�2 灰白

3 土師器 皿 &1ɼ&2 土坑 02 13�9 2�1 - - 10:38�2 灰白

4 土師器 皿 &1ɼ&2 土坑 02 13�9 2�1 - - 10:38�2 灰白

5 土師器 皿 &2 土坑 02 12�9 （2�1） - - 10:38�3 ઙԫᒵ

6 土師器 皿 &2 土坑 02 12�9 2�2 - - 10:38�3 ઙԫᒵ

7 土師器 皿 #3 土坑 11 8�6 1�8 - - 10:38�2 灰白

8 土師器 皿 %4ɼ&4 土坑 17 9�6 1�6 - - 10:38�2 灰白 14"

9 土師器 皿 %2 土坑 20 11�9 1�8 - - 10:36�2 灰ԫ׊

10 土師器 鍋 #2 土坑 21 29�8 （5�8） - - 10:35�2 灰ԫ׊

11 土師器 鍋 #2 土坑 21 23�8 （2�9） - - 7�5:34�1 灰׊

12 土師器 鍋 #2 土坑 21 23�9 （3�8） - - 10:36�2 灰ԫ׊

13 土師器 鍋 #2 土坑 21 11�1 4�5 - - 10:38�1 灰白

14 土師器 鍋 #2 土坑 21 24�1 （4�4） - - 10:36�2 灰ԫ׊

15 土師器 鍋 #2 土坑 21 23�9 4�4 - - 10:37�2 にͿいԫᒵ

16 土師器 皿 %3 土坑 32 11�5 （2�1） - - 10:36�2 灰ԫ׊

17 土師器 皿 %3 土坑 32 10�8 （1�4） - - 7�5:38�2 灰白

18 焼締陶器 甕 %3 土坑 32 - （6�2） - - 7�5:34�2 灰׊ උ前

19 土師器 皿 #3 溝 13 7�8 1�8 - - 10:38�3 ઙԫᒵ

20 土師器 皿 #3 溝 13 10�4 1�9 - - 10:38�2 灰白

21 土師器 皿 #3 溝 13 10�0 2�1 - - 10:38�3 ઙԫᒵ

22 土師器 皿 #3 溝 13 10�0 1�8 - - 10:38�2 灰白

23 土師器 皿 #3 溝 13 9�2 1�7 - - 10:38�3 ઙԫᒵ

24 土師器 皿 #3 溝 13 13�0 1�7 - - 10:38�2 灰白

25 土師器 皿 #3 溝 13 14�8 2�2 - - 10:38�2 灰白

26 土師器 皿 #3 溝 13 14�0 2�1 - - 10:38�3 ઙԫᒵ

27 青磁 皿 #3 溝 13 - （3�1） - - 釉）10:6�2 Φリーϒ灰
଻）/8�0 白 ཾઘ༼ܥ

28 瓦質土器 鉢 "#3 溝 13 - （7�8） - - 2�5:7�2 灰ԫ 奈良火鉢

29 施釉陶器 皿 #3 溝 13 - （3�4） 6�4 - 釉）2�5:8�2 灰白
଻）2�5:8�1 灰白 ඒೱ٠ܥ皿

30 施釉陶器 椀 #3 溝 13 11�0 5�6 3�9 - 釉）7�5:32�1 ࠇ
଻）10:38�4 ઙԫᒵ ੉戸天目茶椀

31 焼締陶器 壷 - 溝 13 - （16�3） 14�0 - /6�0 灰 උ前

32 焼締陶器 すり鉢 #3 溝 13 29�4 （4�8） - - 10:35�1 灰׊ උ前

33 焼締陶器 すり鉢 #3 溝 13 34�4 （5�7） - - 2�5:34�2 灰੺ උ前

34 石製品 石鍋 "2 溝 13 37�8 （5�1） - - -

35 土師器 皿 "2ɼ"3 風倒木痕 8�6 1�9 - - 10:38�2 灰白

36 土師器 皿 "2ɼ"3 風倒木痕 9�0 1�6 - - 10:38�2 灰白

37 土師器 皿 $2ɼ$3 第 4 層 8�8 1�7 - - 10:38�2 灰白

38 土師器 皿 $2ɼ$3 第 4 層 8�9 1�8 - - 10:38�2 灰白

39 土師器 皿 %4 土坑 34 - （2�5） - - 10:38�2 灰白

表４　遺物観察表
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ࡌܝ
/P 器種 器ܗ 地区 出土遺構 ܘޱ

（ᶲ）
器ߴ

（ᶲ）
ఈܘ

（ᶲ）
ް

（ᶲ） ৭調 උߟ

40 土師器 皿 $3 土坑 54 7�9 1�7 - - 10:37�3 にͿいԫᒵ

41 土師器 皿 #2 土坑 63 13�5 （2�1） - - 10:38�3 ઙԫᒵ

42 焼締陶器 甕 #2 土坑 63 - （14�7） - - 10:34�1 灰׊ උ前

43 土師器 皿 #2 土坑 64 5�6 1�3 - - 10:37�4 にͿいԫᒵ

44 土師器 鍋 "3 土坑 66 23�5 （6�4） - - 10:36�2 灰ԫ׊

45 土師器 鍋 "3 土坑 66 29�2 （5�7） - - 10:35�2 灰ԫ׊

46 土師器 鍋 "3 土坑 66 26�5 （5�1） - - 10:35�2 灰ԫ׊

47 土師器 鍋 "3 土坑 66 29�2 （6�2） - - 2�5:7�2 灰ԫ

48 土師器 鍋 "3 土坑 66 29�2 （6�6） - - 10:35�2 灰ԫ׊

49 土師器 鍋 "3 土坑 66 29�4 （5�3） - - 10:36�2 灰ԫ׊

50 土師器 皿 $3 溝 50 8�6 2�4 - - 10:38�2 灰白

51 土師器 皿 $3 溝 50 9�1 2�1 - - 10:38�2 灰白

52 土師器 皿 $3 溝 50 14�9 2�2 - - 10:38�3 ઙԫᒵ

53 土師器 皿 #3 溝 57 10�9 （1�9） - - 10:38�2 灰白

54 土師器 皿 #3 溝 57 9�8 （1�9） - - 10:38�2 灰白

55 土師器 鍋 #3 溝 57 - （3�7） - - 10:35�2 灰ԫ׊

56 土師器 鍋 #3 溝 57 - （4�3） - - 10:35�2 灰ԫ׊

57 青磁 皿 $3 溝 57 - （2�7） - - 釉）2�5:8�1 灰白
଻）2�5(:35�1 Φリーϒ灰 ཾઘ༼ܥ

58 土師器 皿 %2 柱穴 38 - （0�8） - - 7�5:38�3 ઙԫᒵ

59 土師器 皿 %2 柱穴 42 11�9 （1�6） - - 10:38�2 灰白

60 土師器 皿 %2 柱穴 56 - （1�3） - - 10:37�2 にͿいԫᒵ

61 土師器 皿 #3 柱穴 56 - （1�4） - - 10:38�2 灰白

62 灰釉陶器 皿 #3 柱穴 56 - （1�3） 3�0 - 釉）5:7�2 灰白
଻）/7�0 灰白 10 ࠒلੈ

63 土師器 鍋 $3 柱穴 76 - （3�2） - - 10:37�2 にͿいԫᒵ

64 土師器 皿 $2 柱穴 75 10�2 （1�9） - - 10:38�2 灰白

65 土師器 皿 $3 柱穴 72 - （1�4） - - 7�5:38�4 ઙԫᒵ

66 土師器 鍋 $3 柱穴 72 - （4�5） - - /4�0 灰

67 土師器 皿 $4 柱穴 29 13�8 （1�5） - - 10:38�3 ઙԫᒵ

68 土師器 皿 %4 柱穴 31 11�8 （1�4） - - 10:38�3 ઙԫᒵ

69 土師器 皿 %3 土坑 46 9�9 （1�6） - - 10:38�3 ઙԫᒵ

70 土師器 皿 &3 柱穴 49 - （1�3） - - 10:38�3 ઙԫᒵ
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版
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１．調査地遠景（北から妙顕寺を望む）

２．第１面完掘状況（西から）
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１．溝13完掘状況（東から）

２．溝13断面（攪乱部分・東から）
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１．土坑02・20完掘状況（西から）

２．土坑02・20断面（西から）



図
版
4

遺
構

１．第２面完掘状況（西から）

２．第２面完掘状況（上が南）
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１．溝50・57・柱列86・87・88完掘状況（東から）

２．溝50・57・柱列86・87・88完掘状況（西から）
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１．溝50・57・柱穴72断面（西から）

２．第５層完掘状況（西から）
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１．遺構検出中出土遺物（瓦質土器・奈良火鉢）

２．土坑02・11・17・20・32出土遺物（土師器・皿）
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１．土坑21・32出土遺物（土師器・鍋　焼締陶器・甕）

２．土坑21出土遺物（土師器・鍋）
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18
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１．溝13出土遺物（土師器・皿）

２．溝13出土遺物（青磁・皿　瓦質土器・鉢　施釉陶器・皿・天目茶椀　焼締陶器・すり鉢）
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１．溝13出土遺物（焼締陶器・壷　石鍋）

２．風倒木痕・第４層内出土遺物（土師器・皿）
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１．土坑34・54・63・64・66出土遺物（土師器・皿・鍋　焼締陶器・甕）

２．溝50・57出土遺物（土師器・皿・鍋　青磁・皿）
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１．柱穴38・42・56・76（柱列86）・柱穴75（柱列87）・柱穴72（柱列88）出土遺物
　　（土師器・皿・鍋　灰釉陶器・皿）

２．柱穴29・31・46・49出土遺物（土師器・皿）
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